
峡

東 

推進校 研究テーマ 研究公開内容 期日 教科等 

山梨北 
中学校 

確かな学力の向上をめ
ざす学習指導に関する
研究 
～思考活動の充実によ
る授業改善～ 

 
・授業形態の統一（山北スタイル） 
・基礎学力定着の取組 
 ①自主学習ノート②スコラ手帳の活

用 
 ③朝学習  
④山北サポートタイムの実施 

・教材教具の開発・工夫 
・教科に関わる掲示物の工夫 
 

11月 26日 
（木） 

数学２年 

理科１年 

英語２年 

塩山南 
小学校 

確かな学力の定着を目
指した授業改善の工夫 
～学ぶ楽しさや分かる
喜びを味わえる効果的
なＲＰＤＣＡサイクル
を通して～ 

 
・実態に応じた授業過程や指導法の工
夫 

・児童の教科及び生活習慣や学習習慣
の状況把握と改善すべき課題の整理 

・チャレンジタイムの取組 
・構造化を意識した「見通し」と「振
り返り」 

・学習規律や授業ルールの定着 
・言語活動の充実に向けた取組 
 

10月 30日 
（金） 

国語１年,３年,５年 
社会３年，５年 
生活単元学習と自立活動 
特別支援学級 

11月 6日 
（金） 

国語２年，４年，６年 

社会４年,６年 

石和南 
小学校 

一人一人の確かな学力
の向上をめざして 
～指導方法・学習環境
の工夫改善を通して～ 

 
算数科：課題に対し大凡の数値を見通

し，結果に対して振り返る習
慣づけをする。図や数直線，
式，半具体物などを用いて描
く作業を通し，考えを文章
化・説明する。 

 
理科：問題解決学習に沿ったワークシ

ートの活用。考察場面で，根拠
や理由をもとに説明。 
「理科事典」を児童自ら作成。 
事典を活用しながら理科的用語
を意識的に使う。 

 
 

10月 26日 
（月） 

算数４年 

11月 25日 
（水） 

理科６年 

春日居 
中学校 

「生きる力」を育む授
業の創造 
～意欲的に学習する生
徒の育成を目指して～ 

 
・各種調査等の結果から，生徒の実態
把握をし，課題を明らかにする。 

・課題の克服に向けて，授業のねらい
を明確化する。ねらいと評価の一体
化。 

・国，県の改善プランを参考に，各教
科１本の改善プランを作成。集会や
朝学 習・家庭学習の定着のための取
組ともリンクさせる。 

 

10月 21日 
（水） 

１年国語，理科，特活 

２年英語，社会，数学 

・授業研究会の日程や授業内容，参加の際の留意点，参加の申し込み等，詳細につきましてはそ

の都度別途案内を出しますのでそちらをご覧ください。 
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